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例会日：毎週木曜日 18時 30 分  例会場：関観光ホテル 住所：岐阜県関市池尻 91-2 

事務局：関市西本郷通 5-2-53  TEL(0575)24-7332  FAX(0575)23-5278 

会長 吉田和也  副会長 高井良祐  幹事 土屋敏幸  クラブ会報委員長 長谷川修 

 

 

 

 

 

 

 

本日のプログラム 第 1989 回例会 2019 年 9 月 19 日（木） 

「東海北陸道グループＩＭ報告」 ／ 担当 会長・幹事 

 

 

 

日 時 令和元年 9月 15日（日） 

会 場 各務原市産業文化センターあすかホール 

ホスト 各務原中央ロータリークラブ 

＊各務原太鼓保存会 演奏 

 

＊点 鐘 ガバナー補佐 深瀬清様 

＊国歌『君が代』斉唱 

＊ロータリーソング『奉仕の理想』斉唱 

＊歓迎の挨拶 

ホストクラブ会長 石黒敦様 

皆さん、こんにちは。本日は、

ＩＭを開催しましたところ、お忙

しい中、辻ガバナーをはじめ、た

くさんの方にご出席頂ありがとうございます。心よ

り歓迎申し上げます。今日は、「人生 100 年時代を迎

えて」もうひとつのロータリアン達～地域コミュニ

ティーで深化する～というテーマで、講演を頂きた

いと思います。昨日の新聞によりますと、100 才以上

の人口が 7万人を超えたそうです。割合は、女性が 9

割、男性が 1割だそうです。この統計が始まったの

が 1963 年で当時は 150 人でした。それから、1万人

になるのに約 25 年かかり、その頃から急激に 100 才

になる人が増え、毎年増加しているそうです。あと

10 年後くらいには 18 万人くらいになり、益々増えて

いくそうです。社会的にも個人的にも今までと違っ

た福祉や医療、介護など変化が必要となってくるか

と思います。本日はそういったことについて長縄先

前例会の記録 第 1988回 2019 年 9月 15日（日） 

『東海北陸道グループＩＭ』 担当 会長・幹事 

2019～2020 年度 関中央ロータリークラブ会長テーマ 

「One for all, All for one. 

  協力しあい成長するロータリー！」 



生からお話が聞ければと思っております。本日この

時間が皆様にとって有意義な時間となることを祈念

しまして、私からの歓迎のご挨拶とさせて頂きます。 

＊来賓・特別出席者・参加クラブの紹介 

ガバナー補佐 深瀬清様 

＊ガバナー挨拶 

第 2630 地区ガバナー 辻正敏様 

 本日は、東海北陸道グループＩＭ

を開催され、またお招き頂きました

こと、大変うれしく思っております。

今から 100 年前に、東京に初めて日本にＲＣが出来

ました。100 年を記念しましてガバナー会から 34地

区に金色の鐘を作って頂きました。台座がありまし

て、2630 地区のクラブの名前が列挙してあります。 

今日は、先輩ロータリアンでもある長縄先生の講

演「人生 100 年時代を迎えて」もうひとつのロータ

リアン達～地域コミュニティーで深化する～という

ことで、興味深いお話を聞けるということで楽しみ

にしております。ロータリーも非常に変化しており、

ある方に言わせると縛りがゆるんでいる、ある方に

よると誰でもが入りやすい様に変化しているという

両面で変化をしているといえますが、こういった会

合が、ロータリーを変化させていく大きなエネルギ

ーになっていくことを期待しております。本日の開

催につきましてご尽力いただきました深瀬ガバナー

補佐、ホストクラブの各務原中央ＲＣの皆さんに感

謝申し上げましてご挨拶とさせて頂きます。 

＊各務原市長挨拶 

各務原市長 浅野健司様 

皆さん、ようこそ各務原市にお越

しくださいました。昨年は各務原か

かみのＲＣがホストクラブという

ことで、各務原市に 2年連続でお越し頂いている方

もおみえになるかと思います。各務原市内では、3

つのＲＣに活動を展開して頂いております。昨年は

各務原かかみのＲＣの防犯パトロール隊の方の発表、

今日は長縄先生の「人生 100 年時代を迎えて」とい

う講演をうかがいます。各務原市の行政事業の一つ

として 100 才長寿お祝い事業というものを行なって

おります。100 才になられた方にお祝いや感謝状を持

ってお祝いに伺う事業ですが、長生きの秘訣を聞く

と、毎日の軽度なスポーツ、食事、クラブサークル

などに積極的に参加するなどの答えが返って参りま

す。各務原市も人口減少という大きな課題を抱えて

いる最中でございます。自然災害などの場合には、

地域の関わりが大切であり、共助の部分を強調しな

がら色んな施策に取り組んでおります。このＩＭを

契機に第 2630 地区の更なる発展を祈念申し上げ、歓

迎のご挨拶とさせて頂きます。 

＊本日のテーマとＩＭの趣旨説明・講師紹介 

ＩＭ 実行委員長 澤野悟様 

＊基調講演 

特定医療法人・社会福祉法人  フェニックス 

医師・薬剤師 長縄伸幸様 

「人生 100 年時代を迎えて」 

もうひとつのロータリアン達 

～地域コミュ二ティーで深化する～ 

 私は名古屋市立大学を卒業後、小

児外科医として勤務していました。主な研究テーマ

は小児の悪性腫瘍で多くの患者さんの治療に没頭し

ていました。その中で「たっくん」と呼ばれる誰か

らも愛されていた 2才の患者さんの終末期に、長い

間付き添っていた母や妹の姿が突然消え、やがて疲

労困憊した父親が一人に見守られ、悲しい別れの姿

に強い衝撃を受けました。例えこの子の命が救えな

くても、その経験が他の患者さんに役立てられるこ

とが医療者の使命であると誰でもが思っていた頃の

話です。しかし家族崩壊の気配に全く気付かず、自

分の未熟さとその方達の一度しかない人生を真剣に

考えていたかととても悔やまれる経験でした。 

その後、1988 年に私のふるさと各務原市に診療所

を開設することになりました。「医療はすべからく地

域医療であるべきで、地域を抜きにした医療はあり

えない。あえて地域医療というのはいかに地域がな

いがしろにされているかということの裏返し」地域

医療の先駆者である若月先生の言葉が今でも私の心

の支えです。 

開業にあたり、医療の常識を超えた医療機関を目

指し、病気にさせない医療機関を目指すことにしま

した。病気にさせない医療、予防、リハビリ、検診、



在宅医療に力を注ぎました。開業後少し余裕が出来

た 1995 年に医師会の先輩から、各務原中央ロータリ

ークラブに入会のお誘いがありました。地域に尽く

せばロータリアンとして立派に役割を果たせるとい

う言葉が私の背中を強く押してくれました。入会当

時の日本は超高齢化社会に向け、団塊世代をターゲ

ットにした国を挙げた新ゴールドプランが着々と進

められており、医療、福祉の大転換のはじまりでし

た。開業直後より、積極的に訪問診療を行いました

が、制度上は未整備のままで、全て手探り状態でし

た。人は加齢とともに病気を繰り返し、介護が必要

となってきます。男性は 3～4回、女性は 5～6回の

サイクルを経て一生を終えると言われています。超

高齢化社会を迎えるにあたり、医療の役割も大きく

変化しています。命を救う従来の医療の役割は段々

小さくなり、在宅における生活を支える医療や介護

サービス、そして住民同士の支えがとても重要とな

ってきました。地域包括ケアシステムです。生活の

中で考えると出前のように目立ちませんが、ささや

かに生活を支えている、それがこれからの医療であ

り続けなくてはならないと思っています。 

2007 年に大きな転機を迎えました。当時は施設の

開設が半年以上延期を余儀なくされました。やがて

リーマンショックによって景気が後退し、かろうじ

てスタッフを獲得できましたが、その体験で、スタ

ッフの個々の能力を高め、少数精鋭生産性向上を図

ることにしました。分業化した先発、中継ぎという

ような今の現代野球から、誰でもどこでも守り攻め

るという近代サッカーのような組織編制です。今後

100 年で 3000 万人近くに人口が減少すると言われて

います。その今後 100 年間における凄まじい人口減

少は誰も経験したことのない未知の世界です。そこ

で、私どもはスタッフのキャリア支援を表明し、実

行しています。この様な私どもの取り組みが岐阜県

子育て支援エクセレント企業 8社に選ばれ、さらに

翌年には内閣総理大臣表彰を受けました。またスタ

ッフの人材教育でも、岐阜県介護養成事業者の最高

グレードに認定されました。現在、団塊世代が全員

75 才になる 2025 年に向け、それを支える地域づくり

地域包括システムの構築が急務ですが、介護・リハ

ビリテーション、福祉などで高齢社会を支えること

は不可能です。生活支援、住まいと住まい方、さら

に本人の選択、どう自分が生きて、心構え、ある意

味では覚悟する決意です。そういうような地域力の

市民の意識革命が必要であると私たちは痛感してい

ます。私が 55才になった 2002 年に自分の健康と障

がい者のリハビリを目的に卓球を始めました。その

成果は著しく、動体視力、視野、体幹バランスに著

しく効果がみられました。岐阜県の障がい者卓球大

会で今まで最高年齢で金メダルを獲得されたニュー

スは同じ境遇で卓球をリハビリにして頑張っている

障がい者の皆様に、大いに勇気を与えることになり

ました。 

日本は既に超少子高齢社会に突入していますが、

地域格差があり、千差万別です。各自治体において

はどの様なコミュニティーを創造するか、地域特性

を生かしたプラットフォームビルダーになることが

国から要求されています。要するに基礎自治体次第

であるということになろうかと思います。今までと

違って、きめ細かく制限するのではなく、おおむね

出来る枠を、そして将来に合わせてこういう方向へ

もっていくという地域デザイン機能をもたなければ

ならないと言われています。高齢化問題は、日本だ

けでなくアジア各地でもみられると言われています。

老いるとは喪失することであると言われており、誰

でも加齢とともに身体的喪失、社会的喪失、精神的

喪失がきますが、個人によりその程度や速度は千差

万別です。加齢による現象を補うものとして選択、

補償、最適化の 3つが挙げられています。 

 地域とは現役から関わるのがいいといわれていま

す。助走をつけるということが有効であるとのこと

です。人生 100 年時代を迎えて、老いとともに地域

に限定して、輝き続ける生涯現役ロータリアンの実

現も夢ではないと思います。現役の若いロータリア

ンはグローバルな活躍、少し楽をしたくなったロー

タリアンはローカルな活躍も一つの選択肢ではない

でしょうか？本日は私のささやかな経験から日本の

そして地域の課題をお話させて頂きましたが、今後

活躍されてみえるロータリアンのかたのご参考にな

れば幸いです。 



＊カウンセラー講評 

 パストガバナー 木村静之様 

今回は各務原中央ロータリーク

ラブがホストということで、深瀬ガ

バナー補佐、澤野ＩＭ実行委員長を

はじめ各務原中央ロータリークラブの皆様には大変

お世話になりました。本日のテーマはいかに社会に

役立つかということであったかと思います。我々ロ

ータリアンは基本的に職業人の集まりであり、職業

として事業としていかに利益をあげるということを

当然考えるわけでありますが、ロータリーは奉仕と

いう形でまさにフレデリック・シェルドンの「継続

的な事業の発展のためには、自分の儲けを優先する

のではなく、自分の職業を通じて社会に貢献するそ

ういう意図を持って事業を営むことが大切である」

こう述べていわゆる職業奉仕という考え方の基礎を

作ってそれがロータリーの理念の幹になったわけで

す。それが、このシェルドンの言葉が、ずっと現在

までロータリーのモットとして続いております。長

縄さんのお話をお聞きしまして、職業奉仕の考え方

を実践しておられると思いました。現在の社会状況

超高齢化社会諸問題に対応するような医療と介護、

様々な工夫をしておられます。私が驚いたのが、卓

球療法、高齢者が生きがいを持って元気に過ごして

いくそういう工夫をこらしておられること、事業と

して医療や介護をやっておられる中で、人材育成な

どさまざまな工夫をされて、表彰を受けられておら

れます。まさに生涯現役を目指す、高齢者の生きが

いを作る高齢者の社会参加を促すための分野という

ことで、広く活動を続けておられるということで、

大変感銘を受けました。頂きました資料で「老後へ

の挑戦」と書いてありました。いい言葉だなと思い、

色々なところで、これから使わせて頂きたいと思い

ます。 

＊次期開催クラブ発表 ガバナー補佐 深瀬清様 

＊次期開催クラブ代表挨拶 

郡上長良川ＲＣ会長 和田良一様 

 

 

 

＊閉会の挨拶・点鐘 

 ガバナー補佐 深瀬清様 

 本日は国際ロータリー第 2630 地

区東海北陸道グループのＩＭ開催

にあたりまして、ご多忙にも関わら

ず多数の方にご参加頂きまして、心より感謝申し上

げます。本年度のＲＩテーマは『ロータリーは世界

をつなぐ』、地区テーマは『総天然色』であります。

それぞれのクラブが、それぞれ地域の独自性を保ち、

更に広い範囲で、世の中でのよりよい変化を目指し

ながら、人々が手を取り合って行動を始めようとい

うことから、今回のテーマとなりました。ロータリ

アンもそうでない人も地域社会で可能な良い変化を

生むために、人々が手をとりあって行動する世界を

目指していきましょう。本日はご出席頂きまして本

当にありがとうございました。地区内ロータリーク

ラブの発展と皆様のご活躍、ご健勝、ご多幸を祈念

申し上げまして挨拶といたします。本日は誠にあり

がとうございました。 

＜次例会の案内＞ 

第 1990 回 2019 年 9 月 26 日（木） 

卓話 関市役所 都市計画課課長補佐 川合貴士様 

テーマ「建築物耐震診断のすすめ」 

担当 ロータリー情報委員会 


